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理事再任について
理事 村瀬方郎

日吉町町内会の入会については故前島前会長

から熱心に入会をすすめられて平成２４年に

入会しました。日吉町町内会に入会後直ぐに

非営利活動法人・国分寺市にふるさとをつく

る会に入会をすすめられてふるさとの会にも

入会致しました。ふるさとの会に入会後ほど

なくしてふるさとの会の監事に就任するよう

すすめられて野川源流自然再生設立準備会の

仕事を長く努めてきました。その後ふるさと

の会の理事に就任しました。今回は理事を再

任することになりました。

役員とはその帰属する団体のことをどれだ

け真剣に考えられるか。ボランテイアの位置

付けで活動するにしてもその団体のことを自

分のこととして考え行動しなければならない。

一番困るのは帰属する団体の考え方と団体の

構成員である会員の考え方が異なる場合であ

る。その団体の考え方は会員の多数によって

決定されているはずであるからその団体に帰

属する構成員すなわち会員はその団体の考え

方にあわせて行動しなければならない。その

団体の考え方に会員が反対の場合は納得する

まで相当時間を要する場合があるかもしれな

いが納得しなければならない。これは組織に

帰属する者としてやむ得ないことと考えます。

お盆の延期
理事 中尾明長

関西出身の私は特段の都合が

ない限り、お盆に帰省して墓参

りする事にしています。今年も

勤務先で社員が交代でとる夏季

休暇を8月15、16日と申告し、二

週間前に新幹線の乗車券を購入

しました。15日早朝に東京を発

ち、10時半に大阪郊外の駅前で

弟に車で迎えてもらい、墓地園

で花や水を整えて午前中に墓参

りを終え午後以降は旧友と会っ

たり時には翌日京都のお寺に参

る事も有る。ところが今年は大

型台風１０号が西日本を襲う予

報が確実視され強風 強雨は避け

られない見通しとなり新幹線の

運行も危ぶまれるに至った為や

むなくキャンセルし結局お盆は

骨休めの休日で終わってしまっ

た。同じ時期に北九州を旅行し

た知人は鉄道の乱れを予測し早

めの航空機の手配が出来て無事

に戻った由。私のお盆は時機を

見て年内にやり直す所存ですが

・・・。

監事就任のあいさつ

監事 中村隆彦

仕事を継続しながらの“国分

寺にふるさとをつくる会”の参

加で、充分な活動が出来ず、会

員皆様にご迷惑を掛けておりま

す。

この度、監事就任の要請、承認

があり、改めて、身の引き締ま

る次第です。

監事の仕事に未知の部分があり、

色々調べてみました。

“NPO法人の監査の役割”とい

う文章の中に

１．理事の業務執行の状況を監

査する事

２．特定非営利活動法人の財産

の状況を監査する事

３．ーーー
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その他、細かい記述があるので

すが、上記、１，２について、

初年度トライしようと思います。

加えての、地域防災の活動を通

して、皆様のお役に立ちたいと

思いますので、宜しくご指導、

ご鞭撻お願い申し上げます。

防災学習会「2016年熊本地震を経験して、日頃

から謙虚に過ごし、災害時にも謙虚でいたい」
防災推進の街づくり仲間の会代表 荒川隆二

令和元年最初の防災学習会を7月28日（日）恋ヶ窪公

民館会議室にて開催いたしました。今回の講師はお正月

のニューイヤー駅伝でも活躍されているJR東日本ランニ

ングチームの監督で熊本出身の大島唯司氏にお願いをし

ました。大島氏は熊本で震度7、Ｍ7.3の本震に遭遇され

ました。その実体験に基づいて解説された内容が次の通

りであります。

１．震災時に必要なもの

１）水。備蓄は多ければ多いほど良い。

風呂にも常に水を貯めておく。

２）カップラーメンなどのレトルト食品。温かいものが

おいしい。３）紙コップ、割り箸、紙皿。

４）ウェットティッシュ、ティッシュ、体をふくティッ

シュなど。

５）懐中電灯、携帯ラジオ、充電器、軍手、簡易まな板。

６）ポリタンク2個ほど。20リットル。

７）カセットコンロ。ガスは3セットほど備蓄しておく。

８）テント、寝袋、シート。

９）ハイブリット自動車は優秀。

２．行動で大事なこと

１）余震かどうか、勝手に判断しない「次に必ず来る」

と考える。

２）情報を鵜呑みにしない。現場が大切。その時の状況

に応じて行動する。

３）貴重品などは、余震がおさまってから取りに行く。

特に、明るくなってから行動する。一人が外で待機

「ドン」と来たら、「来たよ！！」と叫ぶ。

４）油断しない。危機感を持って行動する。

最低4～5日間（※今回の場合）

５）逃げる経路を確認し、そこには荷物を置かない。

６）底の厚い靴を履いて行動する。

７）余震が落ち着いたら、貴重品を家から移動する。

お金、宝石など。窃盗が来るのはあきらめる。

抵抗しない。命を優先する。

８）近隣の住民をはじめ、すれ違う人には挨拶を交わし、

会話する。

９）買い物をした時など、「有難うございます、お疲れ

様です。」の言葉を忘れない。謙虚な気持ちでいる

ことが、最終的に命を守ることになると思う。

最後に本業であるJR東日本ランニングチームが2023年の

ニューイヤー駅伝で優勝するとの宣言で学習会を終了致

しました。



 

 9月 1日(日) 姿見の池ホタルの会 作業 

　 　 　　9:30 姿見の池

     2日(月)防災推進の街づくり仲間の会

井戸端会議

          9:00～9:30 室内プール前井戸

     8日(日) 環境ひろば

         10:00 国分寺市役所

     8日(日) 里山へＧＯ！

         10:00 姿見の池

    10日(火) 多摩の自然を楽しく学ぶ会

          9:30 片瀬江の島駅

    11日(水) 森の教室運営委員会

  　 　　 9:30 恋ヶ窪公民館 
    14日(土) ふるさとの会幹部会議

         14:00 恋ヶ窪公民館

　  15日(日) 森の自然塾

          8:30 エックス山中央(スタッフ)

　  21日(土) 日吉町町内会定例会

         13:30 第五小学校相談室

    22日(日)防災推進の街づくり仲間の会

         14:00 第九小学校図書室

    27日(金) 会報配布準備
         13:30 恋ヶ窪公民館

   　    　　　※終了次第広報委員会 (印刷は13:00～)

    27日(金) 多摩に歩く会 会議

        15:00 恋ヶ窪公民館
    28日(土) 都市緑化を考える会
         10:00 国立天文台正門前

npo-kokubunjifurusato.jp
ホームページをご覧ください。

QRコード

９月行事予定

協催：東京都環境公社・国分寺姿見の池緑の会

　　　・国分寺市にふるさとをつくる会

伝言板

森の自然塾のご案内

9月の自然塾は15日に開催し

ます。集合はX山に9時20分～40

分です。雨天の場合はＸ山に集

合し九小に移動します。解散は

X山です。9月のテーマは「X山

の宝ものさがし」「葉っぱを

使った動物クラフト」です。ご

参加をお待ちしています。

(雨天の時は、上履をお持ちく

ださい。)

森の自然塾レポート

セミの抜け殻調査
８月森の自然塾責任者 伊達人教

8月の森の自然塾はセミの抜け殻調

査、自然観察指導員の小久保さん、堀

内さん、荻窪さんを招いて、セミの種

類、オス・メスの見分け方、アブラゼ

ミの一生、セミの天敵、セミの結婚等

学習し、毎年行っている、A・B地区の

調査を実施しました。外気温36度でし

たが、雑木林の中は意外と涼しい、Ｘ

山はツクツクボウシや東京都レッド

データーブック希少種のヒグラシが生

息するとても貴重な雑木林ですが、

年々減少傾向で、アブラゼミの比率が

高くなっています。ちなみに昨年8月

19日の調査では85％だったのが、今年

8月18日の調査では91％に増えていま

す、さらに今年はクマゼミが間近で鳴

いていて、抜け殻は確認できませんで

したが、今後の動向が気になるところ

です。

抜け殻は少なかったけど、ツクツクボ

ウシが元気に鳴いていました。

2か所の調査で、アブラゼミ860個、ミ

ンミンゼミ39個、ツクツクボウシ9個、

ヒグラシ35個、合計943個確認しまし

た、今回もお父さんがこどもより夢中

になっているほほえましい光景がみら

れました、抜け殻のカウントを進んで

手伝ってくれた女の子、ありがとう、

抜け殻調査で、こども達の自主的な行

動、成長がみられたことはうれしいこ

とです。そういえばセミにおしっこを

かけられたお母さんもいました。

今年のセミの抜け殻調査は9月1日（3

回目）で終了します。

都市緑化を考える会

野川散策～国立天文台・野川

公園・国際基督教大学を行く

日時:2019年9月28日(土）

10時00分～15時00分

集合:10時00分国立天文台正門前

(東京都三鷹市大沢2-21-1）

アクセス: ■JR武蔵境駅より

バス（南口3番乗場）

天文台前下車

■京王線調布駅より

バス（調布駅北口11番乗場）

天文台前下車

解散:15時00分 国際基督教大学

講師:三田晴美

行程:国立天文台→野川公園→

国際基督教大学

持ち物:筆記用具・帽子・飲み物

健康保険証(コピー不可)

雨具・お弁当

参加費用:一人500円（保険料含）

募集人数:20名（先着順）

天候:少雨決行（荒天での中止は、

前日の夕刻、連絡なければ決行）

申込期限:2019年9月24日(火)

申込先：都市緑化を考える会

代表 上野直彦

〒198-0036東京都青梅市河辺町

2-1001-2-304  

MOBILE  090-1656-2758  

MAIL ueno@elf.ocn.ne.jp

申込は、携帯、メール、

申込書手渡しでお願いします。

「多摩の自然を楽しく学ぶ会」

後半の予定

☆９月１０日(火)江の島(藤沢市)

片瀬江ノ島駅

９時３０分集合

☆１０月８日(火)八王子城跡

ＪＲ高尾駅

９時３０分集合

☆１１月１２日(火)狭山丘陵

ＪＲ羽村駅

９時３０分集合


